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まちの話題

思
い
出
の
靴
下
が
ア
ー
ト
作
品
に

と
り
ア
ー
ト
西
部
地
区
イ
ベ
ン
ト
（
日
野
会
場
）
開
催

思い入れのある靴下で満たされた空間を演出子どもたちも思い思いに臨床美術体験
　

県
西
部
を
中
心
に
活
躍
中
の
個
性
的

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
展
示
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
、「
と
り
ア
ー

ト
西
部
地
区
イ
ベ
ン
ト  

展
示
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
部
」
が
、
3
月
4
日
か
ら
7

日
ま
で
の
4
日
間
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
繊
細
ペ
ン
画
家
や
絵
本
作

家
、
伯
耆
み
ら
い
（
障
が
い
者
就
労
学
校

施
設
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
絵
画
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
引
き
付
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
伯
耆
町
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
〝
か
ん
な
く
ず
〟
を

使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、
脳
の
活
性
化

や
認
知
症
の
症
状
改
善
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
臨
床
美
術
を
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の
２
階
で
は
、

ｈハ

ッ

ピ

ー

ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

ｕア

ン

バ

ー

ス

デ

ー

ｎ
ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ

（
ｈハ

ブ
Ｕ
ｂ
）
の
２
人
と
出
演
者
ら
が
、
町

内
か
ら
提
供
さ
れ
た
靴
下
２
４
９
６
本

（
１
２
４
８
足
）
を
使
っ
た
、
独
創
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
２
人

は
、
使
い
古
し
た
靴
下
か
ら
現
れ
る
質

感
、
所
有
者
の
年
齢
・
性
別
、
デ
ザ
イ
ン

の
好
み
、
思
い
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
を
日
常
と
重
ね
て
見
て
も
ら
お
う
と

演
出
。
暗
闇
の
中
に
「
靴
下
と
日
常
」
が

重
な
っ
て
映
し
出
さ
れ
る
様
子
に
来
場

者
は
静
か
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て

町
観
光
協
会
が
金
持
神
社
札
所
（
売
店
）
の
収
益
金
の
一
部
を
寄
付

　

2
月
26
日
、
町
観
光
協
会
（
小
谷
澄

男
会
長
）
が
、
平
成
27
年
度
の
日
野
町

観
光
物
産
館
金
持
神
社
札
所
（
売
店
）

の
収
益
金
の
一
部
１
０
５
０
万
円
を
町

に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
谷
会
長
ら
協
会
役
員
や

札
所
ス
タ
ッ
フ
ら
が
町
役
場
を
訪
れ
、

札
所
で
人
気
の
高
い
縁
起
物
「
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
」
と
「
金
持
万
札
扇
子
」
と

共
に
景
山
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
同

神
社
は
近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

広
く
知
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
日
で

も
参
拝
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、

例
年
を
大
き
く
上
回
る
32
万
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
小
谷
会
長
も
「
宝
く
じ
の
発

売
直
後
が
一
番
、
参
拝
者
が
多
い
。
こ

れ
も
全
国
か
ら
〝
力
の
あ
る
地
域
〟
と

し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
。
今

後
も
力
を
合
わ
せ
町
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

寄
付
も
今
年
で
10
年
目
と
な
り
、
総
額

は
４
６
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
景

山
町
長
か
ら
町
観
光
協
会
へ
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

景
山
町
長
は
「
い
た
だ
い
た
寄
付
は

観
光
振
興
基
金
に
積
み
立
て
、
皆
さ
ん

の
思
い
を
大
切
に
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

今後の活動にも力が入る町観光協会の皆さんと景山町長感謝状を手渡される小谷会長（右）
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地
域
と
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
に

取
り
組
む
「
山
陰
い
い
も
の
探
県
隊
」
が
、

２
月
16
日
、
舟
場
の
古
民
家
「
沙さ

さ

き

々
樹
」

に
招
か
れ
、
日
野
郡
３
町
が
自
慢
の
料

理
や
菓
子
な
ど
を
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
陰
い
い
も
の
探
県
隊
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
米
子
支
社
が
、
２
０
１
７
年
春
の

豪
華
寝
台
列
車
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス 

瑞み
ず
か
ぜ風
」
の
運
行
開
始
に
向
け
て
、

鳥
取
、
島
根
両
県
で
現
在
45
人
の
隊
員

を
任
命
。
隊
員
ら
は
山
陰
各
地
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
、
ご
当
地
グ
ル
メ
や
自
然
、
歴
史
・

文
化
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
全

国
へ
広
く
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
野
町
か
ら
は
、
味
処
四
季

（
野
田
）
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
、
奥
日
野
海
藻

米
の
お
に
ぎ
り
、
奥
日
野
き
の
こ
の
コ

ン
フ
ィ
バ
ー
ガ
ー
が
提
供
さ
れ
、
探
県

隊
メ
ン
バ
ー
ら
は
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、

料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
っ
た
後
は
、

3
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。
景
山

町
長
が
、
金
持
神
社
や
オ
シ
ド
リ
、
明

地
の
雲
海
を
は
じ
め
、
日
野
町
の
豊
か

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
魅
力
に
つ
い

て
熱
心
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
探
県
隊
は
オ
シ
ド
リ
観
察

小
屋
へ
移
動
。
夕
方
に
な
り
日
野
川
へ

帰
っ
て
き
た
、
た
く
さ
ん
の
オ
シ
ド
リ

に
出
迎
え
ら
れ
、
心
を
和
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
シ
ド
リ
資
料
館
で
は
、

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
の
森
田
順
子
さ
ん

（
根
雨
）
か
ら
、
オ
シ
ド
リ
の
生
態
や
グ

ル
ー
プ
の
活
動
内
容
の
説
明
を
受
け
、

興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

探
県
隊
に
と
っ
て
、
日
野
町
を
は
じ

め
、
日
野
郡
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
郡
の
う
ま
い
も
ん
、
食
べ
て
ご
し
な
い

山
陰
い
い
も
の
探
県
隊
が
日
野
郡
の
魅
力
を
再
発
見

町自慢の料理に会話も弾む

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
軽
妙
な
話
術
に
会
場
が
沸
く

黒
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

講
演
会
＆
元
気
づ
く
り
ミ
ニ
集
会
ｉ
ｎ
日
野

藤澤さんの話に聴き入る参加者大相撲関連グッズなども多数披露
　

2
月
21
日
、
町
公
民
館
で
、
黒
坂
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
中
原
明
会

長
）
主
催
の
「
黒
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演

会
＆
元
気
づ
く
り
ミ
ニ
集
会
ｉ
ｎ
日
野
」

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
放
送
こ
ぼ
れ
話
」
と

題
し
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
澤

武
さ
ん
（
鳥
取
市
在
住
）
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
澤
さ
ん
は
、
千
代
の
富
士
や
曙
、
若

貴
フ
ィ
ー
バ
ー
に
代
表
さ
れ
る
大
相
撲

の
全
盛
時
代
、
江
川
、
桑
田
な
ど
の
名
選

手
が
高
校
野
球
で
活
躍
し
て
い
た
時
代

に
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
実

況
を
担
当
し
て
い
た
頃
の
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
特
に
、
夏
の
甲
子

園
の
開
会
式
で
行
わ
れ
る
選
手
入
場
の

実
況
再
現
で
は
、
そ
の
臨
場
感
あ
ふ
れ

た
、
迫
力
あ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
参
加
者
は

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、「
と
っ
と
り
の

元
気
づ
く
り
ミ
ニ
集
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
と
っ
と
り
県
民
活
動
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
椿
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

「
ト
ッ
ト
リ
ズ
ム
県
民
運
動
」
や
県
と
日

本
財
団
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
地
域
で
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オシドリの魅力を熱心に説明


